














要約

子供が疾患(事故)に罹患したとき、他の兄弟の育児や生活に様々な影響が出ることが知ら

れている。実際にどのような問題が兄弟や家族にでるかを検討し、適切な援助システムの

あり方を検討した。

家族アンケートの結果、入院付き添い時の負担としては、他児の世話・家事が困難、家と

病院の行き来などが問題であった。また、面会時に他の子を待たせたり預ける場所がない、

子ども同志の面会ができない、家族だけで会う場所がない、他の子が病気になると面会で

きないなどの問題が指摘された。

他の兄弟への影響としては、上の子に関しては、親に甘える、わがままになる、夜尿やお

漏らしなどが少なく、自制・抑制を強いられているようであった。下の子については爪か

みなどが有為に高く見られた。諸問題に対し、育児相談・カウンセリングの必要が感じら

れた。しかし実際に相談専門職の存在を認識している例は 10%にも満たなかった。

要望としては、総合的な家族ケアーを含めた介護援助制度の充実を求められていた。


